
１１月２３日 出席者２０名で大崎市方面への研修を行いました。 バスの中
で、センター長より地域づくり『一人暮らしでも安心して住める事業』と小地域
ネットワーク事業の説明も行いました。登米市バスのドライバーさんからは、今
までにない研修会らしい研修と評価頂きました。 大崎市竹工芸館を見学致
し、しの竹を使った、ざるの作り方を説明頂きました。 次に岩出山森民酒造
所を見学いたしました。 明治初期に建てられた建屋と酒の製造工程を見学

しました、又 昭和レトロの住まいもあり、使われていない酒蔵には昭和初期の機器も展示してあり懐かしく見学する事が
出来ました、最後に日本酒『もりいずみ』の試飲もできました。 最後は、大崎市鳴子の『ますや』で昼食を食べながら懇親
を深めました。今回の新小路の特徴は昨年、新小路に越してきた方々２名が参加してくれたことです。
全員が自己紹介を行い、住まいはどの辺かまで詳しく説明をしたりしておりました。 新人のお二人からは、新小路は地域
の人も良くしてくれるし、住みよいところと話しておりました。
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１１月３０日 出席者 ２５名で大崎市方面への移動研修を行いました。 バス
の中で、センター長より地域づくり『一人暮らしでも安心して住める事業』と小地
域ネットワーク事業の説明を行いました。 新田区は８月にも集会所でこの事業
の説明しておりましたが、出来るだけ多くの人に理解して頂くため行いました。
民生委員さんからは、個人情報等でなかなか書いてもらえない場合があるが
地域で行って頂く事で助かるとの事でした。 研修は、大崎市竹工芸館を見学
致し、しの竹を使った、ざるの作り方を説明頂きました。 次に森民酒造所を
見学いたしました。 明治初期に建てられた建屋と酒の製造工程を見学しました、又 昭和レトロの住まいもあり、使わ
れていない酒蔵には昭和初期の機器も展示してあり懐かしく見学する事が出来ました、最後に日本酒『もりいずみ』の試
飲もできました。 最後は、大崎市鳴子の『ますや』で昼食を食べながら懇親を深めました。 今回の新田の特徴は今
年の班長と来年の班長が出席して行われ、出発時間までカラオケ・踊り等で楽しく行う事が出来ました。

コミュニティ移動研修（新田区）を開催

コミュニティ移動研修（新小路区）を開催

絵手紙教室を開催
１１月２６日 絵手紙教室は受講者６名

で講師の秋山清人先生より開催しました。
今回はネギやピーマン等の野菜の他、りんごやもみじ、お正月をイメージさせる南天
も題材となりました。

体育部会を開催１１月２９日 体育部会は１１名が参加して行いました。
・浅水地区卓球大会は日程変更となり、２月１４日（土） 19時～に決定しました。
・平成２７年度体育事業は、５月が毎週日曜日が社会体育事業が行われることから、来年度はユニカールとソフトボー
ル大会は秋に翌年町大会の予選を行う方向としました。 よって平成２７年の町大会はジャンケンかで決める方向で
最終決定は新役員で決める事としました。 新田ふれあい体験田収穫祭の紹介

１１月２９日 新田構造改善センターに於いて『新田ふれあい体験田収穫祭』が開催されました。
新田区の皆さん（子ども達も含め）で開催され、今年で１０年間続いて
いるとの事です。 本年度の事業は、５月３１日 田植え /６月２８日
田の草取り /１０月１２日 稲刈り /１０月２５日 脱穀を子ども達と行い
ました。特に稲刈りは子供達に鎌を使っての体験も行ったとのこと。
今、子ども達がこうした体験が出来る事は、良い思い出づくりとなる
ことと思います。 そして、当日は収穫したコメで餅をつき、皆で餅を食べ

ながら楽しく行われ、子供達が太鼓を演奏する等して楽しみました。

当日は右写真の小太鼓を使いましたが、ふれあいセンターには小太鼓

が５ヶありますが、台がありませんでしたので、小太鼓の台５ヶを『新田

ふれあい体験隊』より、浅水ふれあいセンターに寄付して頂きました。



これからの主な事業・行事
9日（火） 地域づくり第２部会

10日（水） リフレッシュ教室・総務部会・事務局会議

11日（木） 健康長寿講座

14日（日） 地域づくり 川面区説明会

16日（火） そば打ち教室

17日（水） 絵手紙教室

18日（木） 女性講座・ｼﾝﾄﾞﾊﾞｯﾄﾞ説明会

19日(金) 地域づくり 新小路区

１ 月

１２ 月

登米市浅水コミュ
ニティ運営協議会

会長 大内直人様 拝啓 晩秋の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 さて、過日 柏崎市コミュニティ推進協議
会のコミュニティセンター長視察研修の受け入れにつき、ご多用の折にもかかわらず、懇切丁寧なご対応、ご教示を賜り、厚く御
礼を申し上げます。 研修においては、人口が2千5百人と小規模にも関わらず、16ものきめ細やかな部合組織の体制を構築し、
開館日数が359日という、地区民の立場からの管理運営形態、そして、工夫を凝らして右肩上がりの活動実績等の現状をご説明
いただき、地域の特徴を生かしながら、日々ご苦労されている姿は大いに参考になりました。 また、懇親会では、大勢の皆後方
からご参加をいただき、近年にない大盛況の交流ヒなり、暖かい皆様のおもてなしで楽しいひと時を過ごさせていただき大変あり
がとうございました。 今後は、ご教示いただきました貴団体の取り組みを参考にしながら、地域づくり活動の発展にカを注いで
参りたいと考えております。 今後とも一層のご指導、ご鞭撻を本願い申し上げますと共に、貴団体の益々のご発展を心からご祈
念申し上げ、御礼のごあいさつとさせていただきます。 敬白 平成26年11月26日 柏崎市コミュニティ推進協議会会長茂田井 信彦

柏崎市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ長視察研修の御礼状を紹介

１２月３日 男の料理教室は受講生９名で講師は佐藤千賀子先生に
より開催しました。 挨拶では、６５歳を過ぎたならば、肉を一日６０ｇを
目安に多めに食べると老化予防になるそうです。又かぼちゃは、冬至
に食べるのではなく、冬至まで食べ続けると良いそうです。 又 夕食で
作って残った料理を翌朝は別のものに形をかえると良い。（夜ヒジキ
翌朝残ったヒジキに卵を入れて厚焼き玉子へ）等、良いお話を聞くこと
ができました。今回は家ですぐ作れるものを行います、で開始しました。
メニューはハッピーライス（ピラフ風）/せん切り大根の梅サラダ/チン
ゲン菜の中華スープ/鶏肉のみそマヨホイル焼きでしたが、先生からの
サービスでりんごの煮たものとハックルベリーのジャムのデザート付でした。 ・ご飯に、ミックスベジタブルを一緒に混ぜ
込み、とても華やいでクリスマス料理として子ども達が大変喜びそうな一品です。・ホイル焼きは、みそとマヨネーズ
2対2の割合で和え、肉・野菜の上にかけフライパンで蒸し焼きする。・せん切り大根は、梅干の酸味をうまく利用した一品でした・
チンゲン菜の中華スープは、乾燥シイタケの旨味だしを上手に使い塩分控えめでしたが、とても美味しくいただきました。

男の料理教室を開催

１２月５日 参加者１０名で、今回は、“クリスマスクッキング”で市民福
祉課の及川栄養士さんに指導いただき、食改推進員さん３名にもお手
伝いをいただき開催しました。メニューは、お子さんに人気のアンパン
マンの顔に仕上げた≪オムライス≫、いちごとバナナで作った≪いちご
サンタ≫、野菜たっぷりあったか≪ポトフ≫で、野菜の型抜をしたり、
アンパンの顔をのりで作ったり楽しくできました。みんなで試食した
後は、食改推進員さんと栄養士さんによる人形劇、また、栄養士さん
からは食育のお話もしていただき終了となりました。

子育て教室を開催

子どもｸｯｷﾝｸﾞ教室を開催１２月６日 受講者１5名で子どもクッキング教室を開催いた
しました。 メニューは・シフォンケーキ・たこ焼き・ゼリーで
チョット早いクリスマス気分になれるように、たこ焼きパーティ
を行いました。たこ焼きも、生クリームで飾つけをして、とても
おしゃれなたこ焼きに変身し、食べるのがもったいない様でし
たが、美味しく食べていました。

7日（水） 男の料理教室

9日（金） 地域づくり第３部会

10日（土） 浅水六十寿会 新春のつどい

14日（水） 絵手紙教室

17日（土）～18日（日） 自然体験交流事業 横手市へ

20日（火） そば打ち教室

22日（木） リフレッシュ教室

23日（金） 子育て教室

24日（日） 新春懇談会

28日（水） 絵手紙教室

30日（金） リフレッシュ教室

パソコンでもスマートホンでも検索できます。
『浅水ふれあいセンター』を入力するとホームページが見れます。 現在は２段目に表示されます。 地域の情報が見れますょ。


